
１．財務諸表等 

事業報告書（令和元年度） 

 

（１） 一般報告 

➀理事会等開催状況（平成３１年４月～令和２年３月） 

 ・定時総会     １回 

 ・定例理事会   １０回 毎月収支報告・学校報告を実施 

②会員異動状況（元年度年間会員異動状況） 

 ・年度当初会員数８２、 元年度中に入会１、退会 2、従って年度末会員数 81 

③令和元年度主要報告事項 

 ・令和元年 5 月 30 日に公益社団法人神戸市民間病院協会の第 7 期総会を開催し

30 年度決算・事業報告が承認された。これに基づき令和元年 6 月 27 日に事業報告・

収支決算等を兵庫県知事に提出した。 

 ・令和 2 年 3 月 12 日の理事会で令和 2 年度事業計画・収支予算等が承認された。

これに基づき令和 2 年 3 月 2４日に令和 2 年度事業計画・収支予算等を兵庫県知事

に提出した。 

 

（２） 学校報告 

〇別紙のとおり 

  



２） （３） 学校報告（令和元年度） 

 

１．学生数 213 名（定員 210名） ＜令和 2年 3月末現在＞ 

1年 69 名 （休学者 3名含む） 

2年 70 名 （休学者 2名含む） 

3年 74 名 （卒業延期者 2名含む） 

令和元年度 退学者数：4名  主な退学理由：家庭の事情・学業不振 

 

２．主な会議 

①管理会議：年 4回開催 ②入学試験会議：年 4回開催   ③卒業認定会議：年 1回開催 

④安全管理会議：年 7回開催 ⑤職員会議：年 3回開催 

 

３．卒業生の状況 

 卒業生数：72 名（卒業式は新型コロナ感染拡大に伴い式典中止 規模縮小し卒業証書授

与）    

１）第 109回 国家試験合格状況  

全国（新卒）： 94.7%（94.7％）   （ ）内は昨年の結果を示す 

本校（70名合格）：97.4％（98.2%） 

 ２）就職状況： 就職 71名 （単位取得遅延により 1名就職できず） 

県内就職者率 95.8％（100％）    （ ）内は昨年の結果を示す 

    兵庫県民間病院協会会員病院就職者率（実習施設含む） 94.4％（96.2％） 

    神戸市民間病院協会会員病院就職者率         69.4％（74.1％） 

 

４．会員病院との連携の主な取り組み 

 １）就職説明会：平成 31年 4月 12日開催 36施設参加 

対象者：新入生全員 就職が決定していない 2・3年生 

 ２）卒業生カムバックデイ：令和元年 5月 27日 卒後の就業継続に向けての支援目的で

実施 

 ３）就職先病院の教育担当者会議：新型コロナウィルス感染拡大に伴い中止  

４）キャリア支援：就業継続・早期離職防止支援 

   期間：随時、卒業生からの連絡状況に合わせ対応 卒業生対応件数：45件 

     

5．令和 2年度入学試験 

   令和元年 11月 18日 推薦、社会人入学試験 応募者 99名 受験者 97名 

   令和 2年 1月 9・10日 一般入学試験（一次）応募者 80名 受験者 77 名 

   令和 2年 2月 20日 一般入学試験（二次）  応募者 31名 受験者 27 名 



受験応募者総数：210名（321名）受験者総数 201名（292名） 

  受験倍率 2.9倍（4.2倍） 

                （ ）内は昨年の結果を示す 

６．学校行事 

  令和元年 7月 6日 地域貢献活動として第 2回 あじさい祭を開催   

地域の自治会の方々・保護者の方々128名（昨年 69名）が参加 健康チェック等を

実施 

 

７．新型コロナウィルス感染拡大に伴う学校対応 

   3月 3日～13日 休校（1年生：実習のため 3月 6日～休校） 

   3月 16日～19日 分散登校 20日～休校措置 

 

8．看護専門学校の令和 2年度の教育事業計画 

   ICT教育の充実：C-Learningの活用の拡大、ポートフォリオ活用の充実 

キャリア支援教育の充実：学年ごとのキャリア支援       

  



                       令和 2年 4月 13日 

公益社団法人神戸市民間病院協会 

 会長  西   様 

                       公益社団法人神戸市民間病院協会 

                            監 事  古瀬 繁 

                       公益社団法人神戸市民間病院協会 

                            監 事  飯塚 敏勝 

監査報告書 

 

私たち監事は、平成 31年 4月 1日より令和 2年 3月 31日までの事業年度の理事の職務

の執行について監査をいたしました。その方法及び結果について、次の通り報告いたします。 

 

１． 監査の方法及びその内容 

各監事は、理事及び使用人等と意思疎通を図り、情報の収集および監査の環境の整

備に努めるとともに、理事会その他重要な会議に出席し、理事及び使用人等からその

職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を

閲覧し、業務及び財産の状況を調査いたしました。 

 

さらに、会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係る計算書

類（貸借対照表及び正味財産増減計算書）及びその附属明細書並びに財産目録につい

て検討いたしました。 

 

２． 監査意見 

 （１）事業報告等の監査結果 

   ➀ 事業報告は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示しているも 

のと認めます。 

   ② 理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反す 

る重大な事実は認められません。 

  （２） 計算書類及びその附属明細書並びに財産目録の監査結果 

計算書類及びその附属明細書並びに財産目録は、法人の財産及び損益の状況

をすべての重要な点において適正に示しているものと認めます。 

                              以上 


